
湖
南
市
指
定
地
域
密
着

型
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の

人
員
、
設
備
及
び
運
営

に
関
す
る
基
準
を
定
め

る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て介

護
保
険
法
の
改
正
に

よ
り
、
定
員
18
名
以
下
の

小
規
模
通
所
介
護
事
業

所
は
、
平
成
28
年
4
月
1

日
か
ら
「
地
域
密
着
型
通

所
介
護
」
と
し
て
、
地
域
密

着
型
サ
ー
ビ
ス
に
移
行
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
た

め
、
1
年
間
の
経
過
措
置

を
経
て
、
国
の
基
準
を
市
の

基
準
と
し
て
改
正
す
る
も

の
で
す
。
市
内
の
該
当
事

業
所
は
7
か
所
で
す
。

問
　
記
録
の
保
存
は
2
年

〜
5
年
で
あ
る
が
、
2
年

と
定
め
る
理
由
は
。

答　

サ
ー
ビ
ス
利
用
の
完

結
か
ら
2
年
間
で
、
国
の

法
律
に
準
じ
て
い
ま
す
。

問
　
サ
ー
ビ
ス
に
不
満
は

な
い
か
。
ま
た
、
事
業
所

の
運
営
と
職
員
確
保
の
支

援
を
願
い
た
い
。

答　

小
規
模
で
目
が
届
き

や
す
く
、
自
宅
か
ら
近
い
と

い
う
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
。
市

の
業
務
と
し
て
は
、
指
定

業
務
、
事
業
所
の
実
地
指

導
な
ど
、
専
門
的
な
知
識

が
必
要
に
な
る
。

全
員
賛
成
で
可
決

閉
会
中
の
調
査
報
告

平
成
28
年
8
月
18
日
（
木
）

所
管
事
務
調
査
:「
生
活
保

護
事
業
」
の
現
状
と
課
題

•
平
成
28
年
7
月
末
現
在

の
受
給
者
は
2
1
0
世

帯
、
3
1
3
人
。
前
年

よ
り
微
増
。
人
口
比
率

で
は
、
県
内
で
9
番
目

と
な
っ
て
い
る
。

•
高
齢
者
世
帯
が
一
番
多

く
、45
%
を
占
め
て
お
り
、

年
々
増
加
し
て
い
る
。

•
担
当
職
員
（
ケ
ー
ス
ワ
ー

カ
ー
）
の
一
人
当
た
り

担
当
世
帯
数
は
71
世
帯

と
、
数
字
で
は
県
内
中

位
だ
が
、ほ
か
の
職
務
と

の
兼
務
が
あ
る
た
め
負

担
が
大
き
い
。
法
律
に
則

っ
て
、
多
く
の
兼
務
を
避

け
る
よ
う
、
県
か
ら
指
導

を
受
け
て
い
る
。

問
　
不
正
受
給
の
現
状

は
。

答　

平
成
27
年
度
は
、
不

正
受
給
で
保
護
費
を
停
止

や
廃
止
し
た
ケ
ー
ス
は
な

い
。
開
始
や
廃
止
な
ど

は
、
月
一
回
の
ケ
ー
ス
会

議
で
判
定
し
、
緊
急
例
は

随
時
ケ
ー
ス
会
議
を
開
い

て
い
る
。
受
給
者
本
人
の

弁
明
の
機
会
が
あ
り
、
そ

の
後
、
不
正
の
改
善
か
廃

止
な
ど
を
し
て
い
る
。

過
年
度
未
納
者
は
、
転

出
者
が
多
い
。
文
書
で
指

導
し
、
大
口
は
弁
護
士
に

相
談
し
て
い
る
。
担
当
部

署
で
連
携
し
未
収
金
対
策

会
議
に
も
あ
げ
て
い
る
。

給
付
は
国
が
10
割
負
担
、

未
納
分
は
市
の
持
ち
出
し

と
な
る
。
不
納
欠
損
ま
で

の
期
間
は
10
年
。

問
　
不
正
受
給
の
判
明
が

遅
い
理
由
は
。

答　

月
に
一
回
、
収
入
を

自
己
申
告
し
て
も
ら
っ
て

い
る
が
、
ア
ル
バ
イ
ト
収

入
な
ど
を
申
告
し
な
い
人

も
お
り
、
確
定
申
告
で
分

か
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
。
三

か
月
後
に
傷
病
手
当
が
出

た
り
、
失
業
保
険
を
受
給

し
た
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
家

族
か
ら
の
仕
送
り
な
ど
、

収
入
の
確
認
が
で
き
な
い

ケ
ー
ス
が
あ
る
。

問
　
生
存
権
か
ら
、
基
本

は
支
給
す
べ
き
だ
が
、
縮

小
の
方
向
で
は
な
い
か
。

答　

窓
口
は
せ
ば
め
て
い

な
い
。
早
い
段
階
か
ら
就

労
支
援
な
ど
を
し
て
、
で

き
る
だ
け
早
く
生
活
保
護

か
ら
の
脱
却
を
は
か
っ
て

い
る
。

問
　
相
談
の
ハ
ー
ド
ル
が

高
い
の
で
は
な
い
か
。
気

軽
に
相
談
で
き
る
窓
口
に

す
る
べ
き
。

答　

住
民
生
活
相
談
室
で

相
談
を
受
け
、
生
活
保
護

の
可
能
性
を
判
断
し
て
可

能
性
が
あ
れ
ば
社
会
福
祉

課
へ
引
き
継
ぐ
。
住
民
生

活
相
談
室
が
設
置
さ
れ
て

か
ら
、
対
応
に
小
回
り
が

き
き
、
う
ま
く
連
携
し
て

い
る
。

担
当
職
員
か
ら
は
、
本

市
に
お
け
る
下
水
道
計
画

処
理
人
口
と
処
理
能
力
の

1
日
当
た
り
の
最
大
計
画

汚
水
量
を
、
湖
南
中
部
処

理
区
関
連
湖
南
市
公
共
下

水
道
事
業
計
画
で
定
め
、

本
条
例
で
規
定
す
る
と
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

問
　
住
宅
開
発
な
ど
に
よ

る
区
域
拡
大
や
変
更
に
上

限
は
あ
る
の
か
。
こ
れ
ら

は
開
発
業
者
の
申
請
な
の

か
。

答　

上
限
は
処
理
能
力
の

範
中
で
計
画
内
と
し
、
市

街
化
区
域
に
隣
接
す
る
区

域
を
計
画
的
に
拡
大
し
て

い
ま
す
。
区
域
外
流
入
も

認
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

県
の
事
業
計
画
の
範
囲
内

で
行
っ
て
お
り
、
3
〜
5

年
の
周
期
で
見
直
し
、
編

入
せ
よ
と
の
指
導
も
さ
れ

て
い
ま
す
。

問
　
計
画
処
理
人
口
が

減
っ
た
ら
ど
う
な
る
の

か
。

答　

本
市
の
人
口
が
減
れ

ば
、
割
合
に
応
じ
減
ら
す

予
定
で
す
。

全
員
賛
成
で
可
決

訴
え
の
提
起
に
つ
い
て

本
市
に
対
す
る
、
宝
来

坂
中
央
児
童
遊
園
の
遊
具

撤
去
、
土
地
明
け
渡
し
、

地
代
の
支
払
い
を
求
め
る

訴
訟
に
対
し
、
反
訴
を
提

起
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の

審
査
で
す
。

問
　
弁
護
士
と
相
談
し
、

勝
訴
の
見
込
み
が
あ
っ
て

の
反
訴
な
の
か
。

答　

地
域
で
草
刈
や
管
理

が
さ
れ
て
い
て
子
ど
も
た

ち
が
利
用
し
て
い
る
公
園

で
す
。
弁
護
士
に
ア
ド
バ
イ

ス
を
受
け
て
反
訴
に
踏
み
切

り
た
い
と
判
断
し
た
。

全
員
賛
成
で
可
決
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